
二十 放光院の住職 

筆者の知る限り、放光院の住職としてお勤め戴いたのは、飯野和尚（昭和三十年頃。

貞心と同じ信州の出身）住職を退いて後は滝本さん宅横の平屋住まい。 

他には、昭和三十年代に羽上田さんが住まわれていたのを覚えている。その後に 

七里さん。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

無住になっていた放光院に、天竜寺の平田

精耕老師の御斡旋により、新住職を迎える

こととなる。芳名は七里祖宗（61歳）と申

され、平成 2 年におこし戴くこととなる。

兼務住職・護持会（責任役員・地区役員）・

大師講会長の連名でなる趣意書（大師堂信

徒向け？） 



 

 

 

 

 


